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雲の形の例

積乱雲 乱層雲



はじめに

雲の形の現れ方の法則性は存在するのか。

▼
大気の様子との関係性はあるのか。



はじめに

大気の様子（湿度・温度・気圧など）を調べる

ラジオゾンデ

気球に、気圧・気温・湿度などを

計測できる観測装置をくくりつけ、

約３０Kmまでの上空の範囲の

大気の様子を調べることができる。

全国約７００箇所で観測を

行っている。



はじめに

福井県でラジオゾンデを

飛ばしているところがない

▼
自分たちで飛ばすことも不可能である

▼
上空ではなく地表付近の大気の様子との関係性



はじめに

私達のいる地表付近の気候要素と

種類ごとの雲の現れ方に関係性はあるのか？



はじめに

ニュースでの予報の仕方

風速や雲量や気圧、湿度などの地表データを集め

次にどうなるかを予想

雲の形は見ていない
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実験の方法（収集）

収集期間

６月中旬～１０月の約５か月間

午前8時〜午後6時の10時間



実験の方法（収集）

● 福井地方気象台のある方向に

向けた設置

● １０分毎の福井市上空の

写真をとる

brinno
タイムラスカメラ



実験の方法（収集）

地上付近の気候要素を集める

福井地方気象台が集めている

データを用いる

武生高校

福井地方気象台



実験の方法（収集）

雲の参考にする

式１　TL＝1/[1(Td-56)+ln(T/Td)/800]+56

式２　TL=2840/[3.5ln(T)-ln(e)-4.805]+55

式３　TL=1/[1/(T-55)-ln(f/100)/2840]+55

   LCL=(T-TL)/9.8×1000(乾燥断熱減率の式）

ヘニングの式(式４)　LCL=125×(T-Ta)



実験の方法（収集）

● 雲がもこもこ

● 雲底が平ら

● その時の雲低高度が

約1200ｍ
　　　 ▼

 積雲だとわかる



実験の方法（収集）
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積雲について

結果１



結果１　積雲

５が月で最も観測されたデータ量が多いため
６月２２日の例



結果１　積雲

８１回観測



結果１　積雲

風向 南東、南西の順に観測された。

気温 あがる

湿度 下がる

気圧 下がる



考察１　積雲

小笠原気団

季節風



持ち上げ凝結高度の変化と
乱層雲の発生との関係

結果2



結果２.１　持ち上げ凝結高度の変化と乱層雲の発生との関係

51回

40回

雲の変化が
見られた

高位にある雲
（高積雲など）

図２ 持ち上げ凝結高度が高いときの雲の発生の関係



結果２.２　持ち上げ凝結高度の変化と乱層雲の発生との関係

図３ 乱層雲発生時の持ち上げ凝結高度との関係

28回

18回

雲の変化が
見られた

持ち上げ凝結
高度が200ｍ
以上変化した



考察２　持ち上げ凝結高度の変化と乱層雲の発生との関係

乱層雲が発生する前は

持ち上げ凝結高度は高いため、

乱層雲よりも高位にある雲の出現率は高い。

乱層雲の発生前には乱層雲より高い雲

（高積雲・高層雲・巻積雲・巻雲）がある傾向



乱層雲発生時の風向の変化

結果3



結果３　乱層雲発生時の風向の変化

右の図のように風向き北を「1」として、

反時計回りに風向き北東を「8」とするのを

10分ごとに調べた。



分析３　乱層雲発生時の風向の変化

乱層雲が消滅

乱層雲の発生



結果３　乱層雲発生時の風向の変化

乱層雲発生前後では、約８割以上の割合で、

風向が劇的に変わる。（90°以上）

変化する風向きに傾向はほとんど見られない。



考察３　乱層雲発生時の風向の変化

気圧の変化

風向が変わる    

雲の発生や雲の種類の

変化の際に生じる

上昇気流、下降気流の変化

on
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結論と今後の展望１

データ整理

分析による

傾向の把握

物理的要因を

十分に理解してい
ない

流体の動きと
地形を考慮する

現状 今後



結論と今後の展望２

夜間は雲を観測することが出来ていない

夜間の雲の観測法の研究や調査

長期的な雲の観測

衛星観測画像を
用いた観測

現状

今後
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